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終世書生気質：ブログ・千曲のかなた（日々の議員活動をお伝えしてます） 

 

【須坂市議会６月定例会に向けて】  

１．【私の議会内議員活動】 
   １）総務文教委員会 

     令和元年度の総務文教常任委員会行政視察は、5 月 15 日～17 日まで、下記 

内容で執行しました。 

 

① 5 月 15 日（水）、視察初日 

視 察 先：熊本県宇土市役所 

研修内容：防災対策について 

     〇熊本地震の際の災害対応等について（特に要支援者への対応） 

     質問事項：佐藤壽三郎議員が今回の行政視察で事前に割り振りされた「熊 

本地震における行政機能の果たした役割と残された課題につい 

て」を調査するために、宇土市宛に予め提出した質問項目は、以 

下のとおりでした。 

                     記 

    Ｑ１．平成 28 年 4 月 14 日 21 時 26 分、前震発生（宇土市震度 5）、同月 16 

日 1 時 25 分、本震発生（宇土市震度 6）の 2 回にわたる非常時下におけ

る、市民の安否確認、被災した建物や橋梁、公共施設が使えるかどうか、

主要道路等の被害確認調査等とこれに対する復旧はどのように対処され

ましたか。 

Ｑ２．初回の災害発生時における、市外に居住している市職員の召集はスム 

ーズに対応できたのでしょうか。 

Ｑ３．このような大災害発生時における、防災無線の機能は平常時に想定し 

ていたとおりの役目を発揮できたのでしょうか。 

Ｑ４．避難所の開設は、震災発生時からどのくらいの日時で開設出来ました 

か。平常時に市が指定していた避難所の総数と実際に使えた避難所の数 

について。 

Ｑ５．福祉避難所の開設時期と開設個所数数について。 

Ｑ６．避難所、福祉避難所の開設にあたってのスタッフの員数確保はできま 

したか。 

Ｑ７．震災により上下水道の機能が不能に陥ったと思われますが、解消策と 

してどのように対応されましたか。 

Ｑ８．平常時に、社会福祉協議会やボランティアとの構築や連携プランはな 

されていたと推測されますが、震災時には活用できましたか 

Ｑ９．大震災下においては、業務の押し付けを防止するためには、命令系統 

組織が需要であると思いますが、宇土市では如何でしたでしょうか。 

Ｑ10．1～9 に関わる今後の課題や反省点について、併せてご教示ください。 

 



② 5 月 16 日（木）：視察 2日目 

視 察 先：鹿児島県薩摩川内市役所 

研修内容：原発防災対策について 

〇原発災害発生時の対応等について。(住民周知、避難計画等) 

視 察 先：川内原子力発電所展示館（薩摩川内市内） 

     〇原子力施設の概要、災害対策 

 

③ 5 月 17 日（金）、視察最終日 

視 察 先：東京都品川区立京陽小学校 

研修内容：プログラミング教育について 

     〇2020 年度から実施となるプログラミング教育の先進事例 

 

２．【 私の議会外議員活動 】 

催名 第 5 回有志議員による憲法研修 

期日 令和元年５月８日午前 9 時開講 

  場所 議会第１委員会室 

  内容 憲法編 

第1章 憲法総論 

１ 憲法の特質  

               2 立憲主義と現代国家、法の支配 

               3  国民主権の原理  

第２章 基本的人権 

               １ 基本的人権の原理 

２ 基本的人権の限界  
   

催名 第 6 回有志議員による憲法研修 

期日 令和元年５月 27 日午前 9 時開講 

  場所 議会第１委員会室 

  内容 憲法編 

第２章 基本的人権 

３ 包括的基本権と法の下の平等  

               ４ 精神的自由権 表現の自由   

               ５ 経済的自由権、職業選択の自由・営業の自由  

人身（身体）の自由 

６ 受益権と参政権 

               ７ 社会権 

 

（１） 陳情の受理と取次 

① 水道管と土地所有者の誤手続事案の更生手続     （陳情者：市内地区住人） 

② 水道管の破裂による修繕と今後の法的問題について （陳情者：日滝地区住人） 

③ 休日に水道管破損等が発生した時の市の対応について（陳情者：日野地区住人） 

 

３．【令和元年度 第 78 回市立森上小学校大運動会】 

 

令和元年 5 月 25 日、市立森上小学校（校長・田中菜穂子）は、第 78 回校庭

大運動会が開かれました。 



 

私は、思えば保護者として 8年間、地元議員として 21年間、合計 29 年間を

連続して、この運動会に参加して参りました。運動会に臨んでいつも感じるこ

とは、小学校が催す行事は、地域住民が最も関心があり且つ大切にしていると

感じることしきりです。 

なぜならば子育て即、小学校、中学校の入学式、運動会、音楽会、学芸会そ

して卒業式と関りを持つからです。どれをとっても身近な催し事であり、保護

者にとっては人生の節目であるからです。この価値観は今も昔も少しも変わり

ありません。毎年繰り返される行事であっても、決して色あせることもない宝

珠と申せます。 

 

この運動会には、保護者は当然ですが、数多の祖父母や兄弟姉妹、親類縁者

と、かってこの学校を卒業された、多くの地域の住民の皆さんが校庭に参集し

て、在校児童に声援と健闘の拍手をおくっておりました。児童もこれに応えて

真剣に各競技に挑みます。どの競技においても感動するひとコマでした。将に

地域が、家族が、クラスメイトが、教師が一体となれるひと時でした。 

 

私が、29 年間もこの日を楽しみに参加する魅力は、学年毎によって色分けさ

れる 6（学年別）プラス１（児童個人）の７色の色分けと調和の魅力だと思い

ます。 

この 7色は毎年感動も多少異なりますが、毎年観ていて一つ共通なのは、無

辜な児童の運動会を、この場に居合わせる主役である児童、それを支える先生

方、保護者と、なにがしの関係を以ってこの場に居合わせる見物人全員が、全

て感動を楽しめる和やかさであると思います。運動会の果たす数知れない相乗

効果は、地域の連帯感として醸成されるものと思料します。 

 

昨今、様々な事情から運動会のあり方が問われていますが、地域住民の温か

い後押しがある限り、運動会の廃止などはあり得ないのではと感じました。 

今年も数々の感動を与えてくれて、児童の皆さんありがとう。 
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